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１.計画の概要

(１)計画の背景

　自転車は、買い物や通勤、通学等、日常生活における身近な移動手段であるととも
に、サイクルスポーツにも利用される等、多くの人々に利用される乗り物であり、近年では
自転車利用による健康の増進も期待され、排気ガス等の温室効果ガスを含む大気汚
染物質の排出、騒音・振動の無い「環境にやさしい」乗り物として、自転車利用のニー
ズが高まっています。
　このような状況で、自転車の活用による健康増進、環境負荷の低減を図ること等、新
たな課題に対応するため、交通安全の確保を図りつつ、自転車利用を増進し、交通に
おける自動車への依存の程度を低減することによって、公共の利益の増進に資すること
等を基本理念とする「自転車活用推進法」が平成29年5月1日に施行されました。
　また、自転車活用推進法に基づき、自転車活用推進に関する施策の総合的かつ計
画的な推進を図るための基本計画である「自転車活用推進計画」が平成30年6月8
日に閣議決定され、令和3年5月28日には社会情勢の変化等を踏まえ、持続可能な
社会の実現に向けた自転車の活用の推進を一層図ることから、「第2次自転車活用推
進計画」が閣議決定されました。
　自転車活用推進法では、都道府県・市町村は、国の推進計画を勘案し、地域の実
情に応じた自転車の活用の推進に関する施策を定めた計画（都道府県自転車活用
推進計画又は市町村自転車活用推進計画）を定めるよう努めなければならない旨が
記されており、千葉県では、令和2年(2020年)11月に「千葉県自転車活用推進計
画」を策定しております。
　こうした状況を踏まえ、本市においては「八街市自転車活用推進計画」を策定するこ
ととします。
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(２)計画の目的

　本計画は、自転車の活用により、環境負荷の低減、健康増進等に資するものである
ことから、必要な計画を策定し、誰もが安全・安心に自転車を利用できる環境を構築す
るとともに自転車の活用を推進させることを目的とします。

(３)計画の対象区域

　本計画の対象区域は、八街市全域とします。

(４)計画の期間

　本計画は令和5年度から令和9年度までの5ヵ年を計画の期間とします。
　今後、国・県などの新たな施策が実施された時などに計画の修正や追加が必要となっ
た場合は、本計画を適宜見直します。

1,計画の概要



-3-

(５)計画の位置づけ

　本計画は、国の計画である「自転車活用推進計画」、千葉県の計画である「千葉県
自転車活用推進計画」、八街市のまちづくりの方向性や取組を計画的に進めるための
計画である「八街市総合計画」等を上位計画とします。

1,計画の概要

・自転車活用推進法(平成29年5月)

・自転車活用推進計画(改訂:令和3年5月)
・地方版自転車活用推進計画策定の手引き
　(平成30年8月)

●国の取り組み

・千葉県自転車活用推進計画
　(令和2年11月)

●千葉県の取り組み

●八街市の取り組み

＜上位計画＞
・八街市総合計画(令和2年3月)

八街市
自転車活用推進計画

＜関連する計画＞
・八街市自転車ネットワーク整備計画
 (令和5年12月)

・八街市都市計画マスタープラン(令和4年3月)

本計画
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２.八街市の自転車を取り巻く現状

(１)自転車の利用状況と環境

　自転車は便利で健康的であり環境にも優しいモビリティであるが、放置自転車や運転
マナーの向上等の対策、計画的な走行空間の整備が必要になります。
　ここでは、八街市の自転車を取り巻く現状および課題について整理します。

・人口

世帯数 男性 女性 人口

令和5年
(2023年) 32,609世帯 34,474人 32,680人 67,154人

出典)住民基本台帳(令和5年3月31日現在)

八街市の人口分布(令和2年3月時点）
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2,八街市の自転車を取り巻く現状

将来人口推計(住民基本台帳ベース)

○ 2020年(令和2年)時点で69,169人である八街市の人口は、10年後の2030年
　　(令和12年)には59,290人に減少すると予測されます。
○ 高齢化率(65歳以上)も2020年の約31％に対し、2040年には44％にまで上昇
すると予測されます。

＜現状＞

＜課題＞

0

73,220

76,629

59,290

69,169

64,498

2020年 2025年 2040年

0-14歳 9.7% 9.0% 7.3%

15-64歳 59.8% 57.0% 48.3%

65歳以上 30.5% 33.9% 44.3%

75歳以上 13.2% 17.6% 25.0%

53,637

○ 今後の少子高齢化を見据え、子どもやお年寄り、障がい者等、誰もが利用しやすい
　　自転車環境の整備が必要になります。

2010年

2015年

2020年

2025年

2030年

2035年

2040年

10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,0000

47,716
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2,八街市の自転車を取り巻く現状

・健康

出典)厚生労働省 都道府県別生命表の概況(市町村別生命表の概況)

○ 本市の平均寿命は男女とも延びていますが、千葉県、全国に比べて男女とも短くなって
　　います。
○ 本市の平均自立期間は、男女とも延びていますが、千葉県に比べて男女とも短くなって
　　います。

○ 健康寿命延伸を目指し、継続的な運動習慣の定着が必要になります。

＜現状＞

＜課題＞

出典)千葉県　健康情報ナビ

（健康寿命）

※健康寿命：健康上の問題で日常生活が制限されることなく
　　　　　　　　　生活できる期間

■　平均寿命

男　性 平成17年
(2005年)

平成22年
(2010年)

平成27年
(2015年)

令和2年
(2020年)

八街市 77.2 78.7 79.9 80.1

千葉県 79.0 79.9 81.0 81.5

全国 78.8 79.6 80.8 81.5

(歳)

女　性 平成17年
(2005年)

平成22年
(2010年)

平成27年
(2015年)

令和2年
(2020年)

八街市 84.9 85.0 85.7 86.7

千葉県 85.5 86.2 86.9 87.5

全国 85.8 86.4 87.0 87.6

(歳)

男　性 女　性

平成26年
(2014年)

令和元年
(2019年)

平成26年
(2014年)

令和元年
(2019年)

八
街
市

65歳における平均寿命 17.73 18.46 21.85 22.91

65歳における平均自立期間 16.28 17.19 18.81 20.13

65歳における日常生活に差し障りのある期間 1.46 1.28 3.03 2.78

千
葉
県

65歳における平均寿命 19.05 19.70 23.61 24.37

65歳における平均自立期間 17.47 18.12 20.27 20.99

65歳における日常生活に差し障りのある期間 1.58 1.58 3.35 3.38
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2,八街市の自転車を取り巻く現状

・自転車通行空間の整備

○ 市内で、自転車通行空間は約2.5kmの整備が完了しています。

＜現状＞

＜課題＞
○ 現状の自転車通行空間は十分でなく、効率的・計画的な自転車通行空間の
　　整備が必要になります。

国
道

409号

榎戸駅

八街駅
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2,八街市の自転車を取り巻く現状

・自転車関連事故

40 40 
46 

37 32 

17% 15%

21%
18%

21%

0%

10%

20%

30%

0

20

40

60

80

H28 H29 H30 R1 R2

構
成
比（
％
）

自
転
車
関
連
事
故
件
数（
件
）

自転車関連事故 自転車関連事故の全事故に対する割合

16 15 21 21 
12 

24 25 
25 

16 
20 

40 40 46 
37 32 

0

20

40

60

80

H28 H29 H30 R1 R2

自
転
車
関
連
事
故
件
数（
件
）

幹線道路 生活道路

幹線道路
44%生活道路

56%

八街市
自転車関連事故

件195 
（H28-R2）

出典)イタルダ事故別データ(平成28年～令和2年)

■自転車関連事故の割合

■自転車関連事故件数の推移

■自転車関連事故死者数と推移

44 41 46 
38 33 

0 0 0 0 

1 

0

1

2

3

4

5

0

20

40

60

80

H28 H29 H30 R1 R2

死
者
数（
人
）

自
転
車
関
連
死
傷
者（
人
）

自転車関連事故死傷者数 自転車関連事故死者数

出典)イタルダ事故別データ(平成28年～令和2年)

※幹線道路：国道、県道
※生活道路：市町村道、その他道路
※イタルダ事故別データ：公益財団法人交通事故総合分析センターより
　　　　　　　　　　　　　　　提供されている交通事故統計資料

出典)イタルダ事故別データ(平成28年～令和2年)

※幹線道路：国道、県道
※生活道路：市町村道、その他道路
※イタルダ事故別データ：公益財団法人交通事故総合分析センターより
　　　　　　　　　　　　　　　提供されている交通事故統計資料
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2,八街市の自転車を取り巻く現状

千葉県平均：
10.6人/k㎡

自転車関連事故 
死傷者数

2016～2020
(H28～R2)

100人以上
80～100
60～80
40～60
20～40
10～20
10 人未満

＜死傷者数＞
（1kmメッシュ）

※数字は死傷者数

〈自転車関連事故死傷者数の分布〉

出典)イタルダ事故別データ(平成28年～令和2年)、地理院地図
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2,八街市の自転車を取り巻く現状

〈自転車関連事故の相手当事者別割合〉

出典)イタルダ事故別データ(平成28年～令和2年)
　　　

死亡事故なし
自動車, 100%

八街市
自転車関連事故

人1 
（H28-R2）

＜２当＞死者数

自動車, 95%

二輪車, 1%

自転車相互, 
1%

その他, 4%

八街市
自転車関連事故

件182 
（H28-R2）

＜２当＞

自動車, 93%

二輪車, 3%

自転車相互, 
1%

その他, 4%

八街市
自転車関連事故

人188 
（H28-R2）

＜２当＞死傷者数

自動車, 67%

二輪車, 0%

自転車相互, 
7%

歩行者, 13%

その他, 13%

八街市
自転車関連事故

人15 
（H28-R2）

＜1当＞死傷者数

自動車, 64%

二輪車, 0%

自転車相互, 
7%

歩行者, 14%

その他, 14%

八街市
自転車関連事故

件14 
（H28-R2）

＜1当＞

件

数

死
傷
事
故

死
亡
事
故

■　自転車加害事故の
　　 相手当事者別(１当)割合

※自転車関連事故：当事者種別で１当または２当が「自転車」
※１当：第１当事者（事故の過失大、加害側）
※２当：第２当事者（事故の過失小、被害側）
※自転車相互は１当・２当の双方で重複している

＜１当：加害側＞

■　自転車被害事故の
　　 相手当事者別(２当)割合

＜２当：被害側＞



○ 自転車関連事故件数は30～40件/年で推移し減少傾向にあるが、自転車関連　　
　　事故の全事故に対する割合は20％程度で高止まりの傾向にあります。
○ 八街駅周辺の中心部で死傷者数が20人/k㎡程度あり、県平均(10.6人/k㎡)を上
　　回り自転車事故が多い地区があります。

○ 交通事故は減少傾向にあるが、自転車関連事故の減少率は低く、更なる自転車
　　関連事故の削減が必要になっています。
○ 自転車利用者の安全意識向上や交通安全確保のため、「ちばサイクルール」の広
　　報周知や交通安全対策の継続的な取組が重要になっています。
○ 自転車関連事故の内、対自動車の割合が高いことから自動車へ自転車走行に対
　　する注意喚起を促すような対策が必要になっています。
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2,八街市の自転車を取り巻く現状

＜現状＞

＜課題＞
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2,八街市の自転車を取り巻く現状

(２)計画の目標

　本計画では、本市を取り巻く自転車の現状・課題を踏まえ、下記の4つの目標を設
定し、計画を推進していきます。

目標１
人と環境にやさしい自転車環境づくり

目標２
自転車通行空間の計画的な整備

目標３
自転車利用の普及拡大による活力ある健康長寿社会の実現

目標４
自転車事故のない安全・安心な社会の実現
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３.実施すべき施策

目標１人と環境にやさしい自転車環境づくり

目標２　自転車通行空間の計画的な整備

目標３　自転車利用の普及拡大による活力ある健康長寿社会の実現

目標４　自転車事故のない安全・安心な社会の実現

1-1:違法駐車対策の推進による自転車通行空間の確保

目標実現のための施策

目標実現のための施策

1-2:放置自転車対策の強化

4-1:自転車の安全利用の促進

4-2:交通安全教育の推進

2-1:自転車ネットワーク計画に基づく計画的な整備促進

・自転車整理区域の見直し
・放置自転車防止に関する啓発活動

・基本的な整備形態
・計画対象の路線

目標実現のための施策

3-1:自転車を活用した健康づくりの推進
・自転車を活用した健康づくりの広報啓発
・自転車通勤の促進

目標実現のための施策

・自転車の点検整備の促進
・自転車損害賠償保険等の加入促進

・「ちばサイクルール」の普及
・ヘルメット着用の促進

・自転車交通安全教室の実施
・通学路安全点検の実施



目標１人と環境にやさしい自転車環境づくり
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3,実施すべき施策

1-1:違法駐車対策の推進による自転車通行空間の確保

 　自転車通行空間上の違法駐車対策を推進することにより、自転車通行空
間を確保します。

自転車通行の安全性を向上させるため、自転車を含めた交通実態や沿道状況
等を踏まえ、違法駐車対策を推進します。

地域住民の意見・要望を踏まえて、悪質性、危険性、迷惑性の高いものに重点
を置いて対策を推進します。

＜主な取組み内容＞

⑴

⑵
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3,実施すべき施策

1-2:放置自転車対策の強化

　駅前など、歩道上に放置された自転車が多く見受けられ、歩行者に迷惑と危険を
与えているため、放置防止に関する条例に基づく対策や啓発活動などの放置自転
車対策により、良好な都市環境と交通の円滑化を図ります。

　自転車利用者が目にする機会の多い場所に自転車の放置を禁止している区域
であることの表示等の放置自転車対策をします。

＜主な取組み内容＞
・自転車整理区域の見直し

　八街駅及び榎戸駅周辺は「八街市自転車等の放置防止に関する条例」で自転
車整理区域として自転車の放置を禁止しているため、放置自転車の実態から区域
の見直し等の対策を適宜行っていきます。

・放置自転車防止に関する啓発活動

「八街市自転車等の放置防止に関する条例」で指定している自転車整理区域

自転車等放置禁止区域の啓発



目標２自転車通行空間の計画的な整備
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3,実施すべき施策

2-1:自転車ネットワーク整備計画に基づく計画的な整備促進

　自転車利用者の安全で快適な自転車利用環境を確保するため、自転車ネット
ワーク整備計画に基づいて自転車通行空間を効果的かつ効率的に整備します。

＜整備概要＞

・基本的な整備形態

自転車道 自転車専用通行帯 車道混在

整
備
イ
メ
ー
ジ

特
徴

　構造分離されているため
安全性が高いが、整備費
用や自転車同士が十分に
すれ違える道路幅員の確
保等が課題。

　車道で自動車と同方向
に一方通行であるため、
安全に自転車の走行性
能を発揮しやすいが、駐
車車両により妨げられや
すい。

　整備が容易で通行方法の
周知に効果的だが、自動車と
の接触の危険性があり、駐車
車両により妨げられやすい。

出典)安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン(平成28年7月)を基に作成



目標３自転車利用の普及拡大による活力ある健康長寿社会の実現

-17-

3,実施すべき施策

３-1:自転車を活用した健康づくりの推進

　自転車を活用した健康づくりとして、運動への興味・関心を持ち、日常生活の中
に取り入れた生活スタイルについて情報発信します。
　生活習慣病予防につながる身体活動の増加に資する自転車活用の普及をしま
す。

＜主な取組み内容＞

・自転車を活用した健康づくりの広報啓発
　普段から１０分多く体を動かすことで糖尿病、心臓病、脳卒中、がん、ロコモ、う
つ、認知症等になるリスクを下げることで、健康寿命の延伸に効果的な「+10(プラ
ステン)」の普及・啓発を推進します。

出典)厚生労働省:健康づくりのための身体活動指針(アクティブガイド)
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3,実施すべき施策

3-2:自転車通勤の促進

　健康の維持増進、環境負荷の低減などの利点のある交通手段である自転車で
の通勤を促進します。

＜主な取組み内容＞

・自転車通勤促進の広報啓発

「自転車通勤導入に関する手引き」により、自転車通勤や業務利用の拡大を促進
します。

自転車通勤を推進する企業・団体の認証する「自転車通勤推進企業」宣言プロ
ジェクト制度等の活用を検討します。

⑴

⑵

『自転車通勤推進企業』宣言プロジェクト

[宣伝企業ロゴ] [優良企業ロゴ]

出典)自転車通勤導入に関する手引き



目標４自転車事故のない安全・安心な社会の実現
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3,実施すべき施策

４-1:自転車の安全利用の促進

　自転車に関する交通ルールとマナーの周知や、交通安全教育の推進等の指導か
ら、交通安全意識を向上させ、自転車の安全な利用を促進します。

＜主な取組み内容＞

・「ちばサイクルール」の普及
　自転車利用の多い世代となる小・中学生を対象に交通安全教室を各学校
において実施し、自転車を安全に利用するためにまとめた10項目の「ちばサイク
ルール」について学習する機会を設け定着を図ります。
　また、全世代に対し、四季の交通安全運動における街頭啓発を実施し、普
及促進を図ります。

　　　　千葉県「ちばサイクルール」
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3,実施すべき施策

・ヘルメット着用の促進

　自転車乗車中又は同乗中の交通事故は頭部に重大な損傷を受ける恐れがある
ため、各世代に対し、自転車用ヘルメット着用の効果について広報し、着用の促進
を図ります。なお、道路交通法の一部改正により、令和５年(2023年)４月1日か
ら全ての自転車利用者についてヘルメットの着用が努力義務化されています。

・自転車の点検整備の促進

　交通安全教室等において日常点検実施の習慣化及び自転車安全整備店にお
ける定期的な点検・整備を呼びかけるほか、自転車の安全利用と事故防止を図る
ためにＴＳマーク制度の普及を推進します。

ＴＳマーク

　自転車安全整備士が点検確認した普通自転
車に貼付されるもので、このマークには賠償責任
保険と傷害保険等が付いています。
　ＴＳマークには、緑色・赤色・青色の３種類の
ＴＳマークがあり、賠償内容が違ってきます。

ＴＳマークとは「TRAFFIC　SAFETY(交通安全)」

日常的な自転車点検整備ポイント
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3,実施すべき施策

・自転車損害賠償保険等加入への定着

　千葉県では、令和4年(2022年)7月1日から、自転車損害賠償保険等の加入
が義務化されました。
　自転車利用者が自転車損害賠償保険等への加入について徹底を図るため、広
報や啓発を行います。

千葉県「自転車損害賠償保険啓発チラシ」
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3,実施すべき施策

　自転車を含む交通安全教育を推進するため、小・中学校等における交通安全教
室の開催等を推進します。

４-2:交通安全教育の推進

＜主な取組み内容＞

・交通安全教室の実施
　自転車事故の防止のため、小中高生及び高齢者など、各年齢層に応じた自転
車の安全利用に関する交通安全教室等を開催します。

八街市における交通安全教室
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3,実施すべき施策

・通学路安全点検の実施

　自転車事故の防止のため、通学路あるいは学区周辺において、教育委員会、学
校、PTA、警察、道路管理者等による合同点検を実施し、地域の実情に見合う必
要な対策での改善を行います。
　
　関係機関が連携し、八街市小中学校の通学路における合同点検を定期的に実
施し、状況に応じた具体的な対策案を学校からの対策要望等も考慮しながら関係
各課・各機関と協議して作成し、対策が円滑に進むよう、関係者間で連携を図りま
す。
　また、対策実施後も合同点検や効果把握の結果をふまえて、対策内容の改善
と充実を図ります。

出典)八街市通学路交通安全プログラム
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４.計画の推進体制

(１)計画の推進体制

　本計画で位置付けられた目標の達成に向け、関係部署、関連団体が連携し、進捗
状況等を確認することで各施策を推進します。

(２)計画の見直し

　本計画は、施策の効果に関する評価を行うとともに、社会情勢の変化等を踏まえ、必
要に応じて適宜見直しを行います。



用語集



　道路交通法第2条第1項第11号の2に規定する自転車のことをいいます。

十一の二　自転車ペダル又はハンド・クランクを用い、かつ、人の力により運転する二輪
以上の車(レールにより運転する車を除く。)であつて、身体障害者用の車、小児用の車
及び歩行補助車等以外のもの(原動機を用いるものにあつては、人の力を補うため原
動機を用いるものであつて内閣府令で定める基準に該当するものを含み、移動用小型
車及び遠隔操作により通行させることができるものを除く。)をいう。

(1)自転車

　安全で快適な自転車通行空間を効果的、効率的に整備することを目的に、自転車
ネットワーク路線を選定し、その路線の整備形態等を示した計画です。

(2)自転車ネットワーク整備計画

　自転車活用推進法に基づき策定する、自転車の活用の推進に関する基本計画です。
(3)自転車活用推進計画



(4)自転車活用推進法

　極めて身近な交通手段である自転車の活用による環境への負荷の低減、災害時に
おける交通の機能の維持、国民の健康の増進等を図ることが重要な課題であることに
鑑み、自転車の活用の推進に関し、基本理念を定め、国の責務等を明らかにし、及び
自転車の活用の推進に関する施策の基本となる事項を定めるとともに、自転車活用推
進本部を設置することにより、自転車の活用を総合的かつ計画的に推進することを目
的として、平成 29 年(2017 年)5月1日に施行された法律です。

第十一条にて、市町村自転車活用推進計画を定めるよう努めなければならないとされ
ています。
（市町村自転車活用推進計画）
第十一条 市町村(特別区を含む。次項において同じ。)は、自転車活用推進計画(都
道府県自転車活用推進計画が定められているときは、自転車活用推進計画及び都
道府県自転車活用推進計画)を勘案して、当該市町村の区域の実情に応じた自転
車の活用の推進に関する施策を定めた計画(次項において「市町村自転車活用推進
計画」という。)を定めるよう努めなければならない。
2 市町村は、市町村自転車活用推進計画を定め、又は変更したときは、遅滞なく、こ
れを公表するよう努めるものとする。

　自転車安全整備士が点検確認した普通自転車に貼付されるもので、このマークには
賠償責任保険と傷害保険等が付いています(付帯保険)。

(5)ＴＳマーク

　内閣府の「自転車安全利用5則」をもとに「千葉県自転車条例」の内容を取り入れ、
千葉県が定めた自転車の安全利用ルール(10項目)です。

(6)ちばサイクルール



八街市自転車活用推進計画
（令和5年12月）
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